
 

                 －1－ 

教育委員会１１月定例会会議録 

 

１ 日 時  令和 4年 11月 11日（金） 午後 1時 30分開会 

 

２ 場 所  三島市役所中央町別館 4階 第 1会議室 

 

３ 出席者 

（委 員）西島教育長、安藤委員、佐藤議員、草間委員、飯島委員 

（事務局）鈴木教育推進部長、渡辺学習環境整備統括監、杉山教育総務課長、中村学校教育課長、 

若林生涯学習課長、米山図書館長、寺田文化財課長 

（書 記）高梨教育総務課総務主幹、大角教育総務課主査 

 

４ 傍聴人の人数  3人 

 

５ 会議次第  

（１）開会 

（２）前回会議録の承認 

（３）会議録署名人の決定 

（４）各課の事業報告（経過・予定の報告） 

（５）教育長の報告 

（６）教育推進部長の報告 

（７）議第 37号 三島市立小・中学校処務規程の一部を改正する訓令の制定について 

（８）議第 38号 令和 4年三島市議会 11月定例会提出議案に対する意見聴取について【非公開議案】 

（９）その他 

（10）閉会   

  

６ 議 事 （要旨） 

（１）開会  西島教育長が宣言した。 

 

（２）前回会議録の承認  前回会議録を承認した。 

 

（３）会議録署名人の決定  西島教育長が安藤委員と飯島委員を指名した。 

 

（４）各課の事業報告（経過・予定の報告） 

   各課長が経過報告書及び予定報告書により報告を行った。 

 

（５）教育長の報告 
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  ・本日午前中の大場幼稚園の指定研究発表をもって今年度予定していた指定研究発表はすべて終了

した。7 月に南中、11 月に南小と大場幼稚園の発表を参観していただいた。いずれも主体的・対

話的で深い学びの実現を目指すという点が共通しており、教育の現代的課題を的確に捉えた研究

を進めていた。南中は教育活動のほぼすべての場面で 1 人 1 台端末を活用する様子を公開し、学

校の DX 化、変貌やまない学校の姿を示してくれた。生徒はごく自然にタブレット端末を活用し、

文字通り学びの基盤となる文房具として定着していたと思う。主体的な活用としては、十分に目

標地点に到達していると感じた。市内小中学校にとっても大いに参考になった研究発表だったと

思う。今後も先進的に ICT活用を進めてほしいと考えている。 

・南小は、昨年度の「ICT を使う」ことから「ICT を使いこなす」という段階へレベルを上げ、学

習場面のどこでどのように使うのが効果的かという研究を行った。静岡大学の塩田真吾准教授の

ご指導を受けながら、全職員で深い学びという抽象的な概念を子どもたちの具体的な学びの姿と

して捉え直し、授業前と授業後における行動の変容こそが深い学びであると共通理解して実践に

取り組んだという発表があった。本日の大場幼稚園の発表は、小学校へのなめらかな接続を念頭

に、幼保小の架け橋プログラムの趣旨を視野に入れた研究であった。本年度の３件の指定研究発

表会の成果を三島市の教職員が共有し、日々の実践に活かしてほしいと願っている。 

・先月は小学校 8校が修学旅行を終え、実施校のブログを見ると国会議事堂やスカイツリー、浅草

など定番の見学地に加え、江戸切子に挑戦するなどユニークなものも見受けられた。本日までで

14校すべての学校が修学旅行を実施できたことになる。 

・新型コロナウイルス感染者について、県がすべての市町の状況を公表していないので、三島市の

状況は不明だが、各学校からの報告によると明らかに増加傾向である。感染経路は家庭内感染と

感染経路不明がほぼ拮抗している。冬に向かって第 8波の入り口に来ているのではないかという

見解もある。引き続き各学校には感染対策の徹底を求めていく。 

 

（６）教育推進部長の報告 

ア 関連事業等の報告について 

(ア) 学校施設等の入札結果について 

 入札状況について報告した。 

 ◎小学校 GHPエアコン室外機保守点検業務委託 

 ◎小学校低濃度 PCB含有廃棄物収集運搬及び処分業務委託 

 ◎南小学校エレベーター設置工事 

 ◎山田中学校エレベーター設置工事 

 ◎錦田中学校吊り下げ式バスケットゴール昇降ウインチ修繕 

（イ）三島市教育委員の就任 

令和4年10月31日の任期満了に伴い、同年11月1日付けで飯島 映氏（三島市川原ケ谷）が教育委

員に再任された。 

（ウ）令和３・４年度三島市教育委員会教育研究指定_南小学校研究発表会 

  研究主題「１人１台端末で実現できる新しい学校を目指して」 
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  11月 2日（水）13時 15分から 16時 25分に開催した。 

（エ）親と子のスマホ SNS安心情報ネットワーク 

令和 3年度・令和 4年度上期の実績報告及び令和 4年度下期以降の計画 

各団体の取組状況報告(各団体 5分程度)及び意見交換等 

講演「2022年版：スマホ・パソコン利用者を狙う騙しの手口」 

講師 独立行政法人情報処理推進機構（IPA） 加賀谷伸一郎 氏 

（オ）令和４年度 三島市総合防災訓練 

  11月 6日（日）午前 9時から 11時半に南二日町広場等で実施。 

  訓練概要 

市民の防災に関する知識・技能の向上を図る、 

実災害に備え、関係機関との連携強化を図る 

 

イ 主な事業等の予定について 

（ア）第 70回楽寿園菊まつり※開催中 

期間 10月 29日(土)～11月 30日(水) 

大型盆景のテーマは、ＮＨＫの大河ドラマ「鎌倉殿の１３人」に合わせて鎌倉幕府ゆかりの「鶴

岡八幡宮」 

（イ）令和 3・4年度三島市教育委員会教育研究指定_大場幼稚園発表会 

  研究主題 「やってみよう ためしてみようと思う環境の工夫」～幼児期の終わりまでに育って

ほしい 10の姿を捉えて～ 

  11月 11日（金）午前 9時から正午に開催 

（ウ）全国史跡整備史跡整備市町村協議会臨時大会及び陳情活動 

11月 15日（火）午前 9時から午後 0時 45分 

臨時大会：千代田区紀尾井町ホテルニューオータニ 

陳情活動：文化庁、文部科学省、財務省（エ）第 54回三島市民合唱祭 

（エ）市議会 11月定例会について 

11月 22日（火） 本会議初日（議案審議 

11月 30日（水）～5日（月）本会議（一般質問）、6日(火)予備日 

12月  8日（木） 本会議最終日（議案審議） 

（オ）市制 80周年記念 ベートーヴェン交響曲第 9番「合唱」演奏会 

昨年、新型コロナウイルス感染症の流行で延期となっていた第九演奏会が行われます。 

11月 23日(祝水)開場 13:00 開演 14:00 

三島市民文化会館大ホール 

チケット料金/全席自由(税込)2,000円 

（カ）ふるさと納税コラボ企画 

三島市のふるさと納税の返礼品として、男子バレーボール東レアローズと富士山三島東急ホテル

との特別コラボ企画を実施。・返礼内容 12 月 4 日(火)市民体育館で開催される東レアローズのホ

ームゲームのチケットや選手全員との記念撮影、試合後に好きな選手のスパイクをレシーブできる

他、試合前日に富士山三島東急ホテルに宿泊でき、お土産として選手のサイン入りグッズのプレゼ

ントもある。 

ふるさと納税サイトの「ふるなび」で、10月 25日 13時から募集を開始した。 

  寄附金額は 6万 7千円で先着 12名限定のため、早々に締め切りとなる可能性有。 
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ウ その他 

（ア）新型コロナウイルス感染症 

新型コロナの全国の新規感染者数は、増加傾向にあり、第 8 波の入口に差し掛かっているとの見

解も報じられている。 

 

（７）議第 37号 三島市立小・中学校処務規程の一部を改正する訓令の制定について  

   学校教育課長から、訓令を一部改正する旨の説明があった。 

 

 （安藤委員） 

押印廃止は、申請を起案するから本人印はなくてもよいということか。 

 

 （中村学校教育課長） 

   そのような理由もあるが、最近は電子申請の様式が増えており、それに対応することも理由の一

つである。 

 

※原案承認 

 

 

（８）議第 38号 令和 4年三島市議会 11月定例会提出議案に対する意見聴取について【非公開議案】 

    

   ※非公開議案 

   ※原案承認 

 

（９）その他   

 （安藤委員） 

  不登校支援室というものができると耳にしたが、新しい事業か。今後更に拡大していく予定がある

か、また職員の配置などはどのように考えているか伺いたい。 

 

 （中村学校教育課長） 

  現在、不登校は喫緊の課題となっており、生涯学習センター内にあるふれあい教室に通える制度を

つくっている。しかし、自分のクラスには登校できないが、学校には登校できる子どもも複数人おり、

各学校の空き教室とクラスをオンラインでつないだり個別に学習に取り組んだりしている。そのよう

な子は学校と何とかつながりながら学校生活を感じるという部分で今後自分のクラスに戻る可能性が

あることから、エアコンの整備をするなど環境を整える新規の事業として立ち上げている。子どもた

ちが来やすい環境として、ソファやカーペットを整備してまずは居場所づくりから始めたいと思って

いる。職員の配置については新たに教員免許を保持した人を指導員として来年度予算で要求するよう

進めている。来年度は北上中、中郷西中、山田中を計画しているが、２～３年程度で全校に整備した




